
2012 年度　活動報告書
氏名：瀬川晃 役職：講師、広報戦略委員会、学生委員会、教務委員会

所属プロジェクト：サーフェイスインターフェイスデザインプロジェクト

活動の概要 授業やプロジェクト以外に印刷物の実践的な制作機会として展覧会カタログやポスターな
ど学生の制作指導を行った。学外では国際会議のためのデザインディレクションや西濃地
域で開催される交流会の広報や運営の一部を担当した。

学内外で携わった共同活動
2012 年 4 月 「IAMAS GRADUATION CATALOGUE 2012 」監修

2012 年修士研究発表会・卒業制作の展覧会カタログ印刷版・電子書籍版のレイアウトや写
真の校正などのアドバイスを担当

　

2012 年 5 月〜 7 月 IAMAS パンフレット　デザイン監修
デザイナーが提示した基本コンセプトやレイアウトなどのアドバイスを担当

　

A

芸術と科学の融合を建学の理念に掲げてスタートしたIAMASは、最新の科学技術や文化を吸収し

ながら、新しいものづくり、新しいデザイン、先端的な芸術表現などを社会に還元する高度な表現者

の育成を目指しています。

2014年度からはソフトピアジャパン地区に移って、社会と地域に開かれたオープンなフィールド型の

キャンパスを構築し、これまでの専門的な教育研究機関にはない解放型の施設を設けて新たな活動

を開始します。

IAMASのメディア表現研究科での教育の先端性は、工学、デザイン、芸術、人文学など、様々な異

なる分野の学生達によるユニークな研究を生み出します。専門性を習得し、様々な知を統合し、それ

を新たな領域まで拡張することによって、修了後は表現者として社会における新しい領域で活動し、

それを展開する能力を身につけます。

IAMAS 情報科学芸術大学院大学は、岐阜県の情報産業拠点ソフトピアジャパンプロジェクトの一

環として2001年に開学した大学院大学（修士課程、メディア表現研究科一専攻）です。充実した

講師陣による少数定員の大学院大学として、海外にも広く知られ、英文名称 Institute of 

Advanced Media Arts and Sciences からIAMAS（イアマス）と呼ばれています。

I A M A S（情報科学芸術大学院大学）は先端技術と芸術的創造の融合を理念に
メディア文化と産業の分野で常に最先端を走り続ける県立の大学院大学です。
1学年 2 0名の少数精鋭主義で、日々未知の領域を開拓しています。

「デザイン・アート・コミュニティ」というテー

マで、「F・A・I」の3つの領域の複数のプ

ロジェクトが活動し、社会実践的な研究を積

極的に実施しています。各々の領域は相互に

つながり、学生と教員の隔てを超えた、真に

融合的な集まりとして互いに刺激しあう場と

なっています。

新しい時空間における
表現研究プロジェクト

IAMAS Laboとは、テクノロ
ジー・デザイン・アートの領域
に広がる IAMASの革新的な
「知」と「技」を活かして、地域
と社会に向かって発信する公開
の活動です。デザインとものづく
りの f.Labo、アートと社会を考
えるa.Labo、社会とコミュニティ
をデザインするi.Laboが、それ
ぞれの独自のテーマを地域と共
に探求します。

活動の範囲は、インタラクションデザイン、インターフェイスデザイン、福祉や産業
廃棄物問題からクラブでの音響・映像体験まで多岐に渡ります。実践的なプロ
ジェクトに取り組むことで自分のスキルを伸ばすと共に、自分が苦手とするスキルを
持つ仲間とのコミュニケーション方法を学び、再結合による可能性を探求します。

ソフトピアにできた、デジタル工作機器を備えたITとものづくりの交
流拠点です。IAMASの教員と学生、スタッフ、外部の企業などが
連携し、それぞれのスキルとデザイン思考を用いて、教育、コミュニ
ケーション、環境、経済といった、私たちの時代の最もリアルでクリ
ティカルな課題に取り組みます。

アドバンストデザインプロジェクト 

サーフェイスインターフェイス
デザインプロジェクト

体験拡張インターフェイス
プロジェクト

f.Labo

a.Laboは、IAMASで教鞭をとる作家達や研究者が中心となり、
メディア社会における未来の文化を模索し、実践していく“IAMAS 

Labo”の活動のひとつです。現代芸術が抱える根本的な問題に
対してイベントやディスカッション、作品制作など様々な実践によっ
て答えていきます。

a.Labo

i.Laboは社会とコミュニティをデザインするというテーマのもとに、
IAMASの創造性を活かして地域の活性化を目指す活動です。もの
づくりの原点からまちづくり、文化の創造まで、広い領域でコミュニ
ティと共に考え、探究し、作る場であり、誰もが自由に参加できます。

i.Labo

I領域

地域・社会・コミュニティ・
文化の研究とデザイン

I領域はIAMASの創造性を活かし地域・社会・コミュ
ニティの研究とデザインをしています。建築、デザイン、
コミュニケーションデザイン、ネットワークデザイン、身
体表現研究など幅広い領域の教員が、学生と一緒に
ものづくりからまちづくり、文化の創造まで、多様な活
動を企画し、様々な人 と々協働、実践しています。

・デザイン
・地域文化
・コミュニティ
・ネットワーク
・身体表現

A領域

芸術・文化の新しいありかたを
研究する領域

現代のテクノロジーによって可能になった「装置による
表現」の可能性を、作品制作を通して模索し、また、
未来社会へ向けた芸術・文化のありかたを考え、新
しい美学を構築していく領域です。

・メディアアート
・映像表現
・現代音楽
・現代美術
・美学・芸術批評
・企画・プロデュース

F領域

デザインとエンジニアリングの
再結合による新しい経験の探求

製品などに装飾で付加価値を与えるだけの役割に矮
小化され、工学とも分断されてしまった20世紀のデザ
インに決別し、再定義することを試みます。デザインと
エンジニアリングのスキルを用いて実社会のさまざまな
課題にチームで取り組み、人にとって重要な経験とは
何かを実践を通じて探求していきます。

・インタラクションデザイン
・プロトタイピング
・デザイン思考
・実世界指向
・ユビキタス

この領域では、デザインとエンジニアリングのスキルを結合し、製品やサービス
をプロトタイプとして表現し社会に問いかけることを基本とします。部分だけをつ
くるのと異なり、全体を統合してつくりあげるのはかなり高度ですが、分断化した
スキルだけでは解決できない問題に取り組む力を獲得できます。

現代社会におけるネットワーク上の「新しい時空間」が私達にとって「第二の現実」としての存在感を獲得する中で、
芸術表現を物質世界も含めた時空間の問題と捉え直し、今日的な作品創造の可能性を模索します。

まちづくり、ものづくりプロジェクト
岩村や美濃など、豊かな歴史と自然環境を活かしたまちづ
くりや、カーボンファイバー自転車デザインなどのものづくり
をすすめています。

ローカル鉄道プロジェクト
廃線の危機にある鉄道を、地域の自然や古典芸能、木工ものづくり、
特産品などを活かして再生します。

アートを／で考えるプロジェクト
現代社会において、アートというフィールドで何が可能なの
か。アートという手法を用いて私達は何を生みだすことができ
るのか。社会におけるアートの位置を「場所」「観客」などの
視点から考察すると同時に、具体的なアートの実践と批評を
通して、それによって生みだされる思考・知覚・体験につい
て考えます。

マイクロ電力発電プロジェクト
岐阜県には豊富な河川があります。県ではこの環境資源を
利用して、小型の小電力発電の研究を進めています。I領域
では、IAMAS独自の新たな発想のもとで超小型水力発電
の利用を研究し、プロダクト開発や生活を変えるデザイン、そ
して地域を変えるデザインまで夢を広げ考えます。
（写真は石徹白での視察の様子）

IAMASのプロジェクトはメディア表現の社会的な実践としての研究、成果の発信や、行政や企業、他大学との
連携などを行う場です。学生と教員が集い共同活動を通して、高度でユニークな研究成果を目指しています。プロジェクト

領域

IAMASの研究教育の特色は、プロジェクトを

主軸とした実践的な研究教育、各領域やプロ

ジェクトによるチームティーチング、実践的な知

識と技術を習得するカリキュラムの3つです。

また理工系、芸術系、人文系など、多分野か

らなる学生間のコラボレーションがスキルや知

識を広げます。研究教育環境も充実してお

り、卒業後のOB・OGのネットワークの強さ

も本学の魅力です。

特色

2 年間の主なスケジュール 1年次 4月 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 2年次 4月 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4

リテラシー等

講義・演習

プロジェクト

マイルストーン

イベント オープンハウス オープンハウス 修士研究発表

年次制作発表 修士研究構想発表会 修士作品審査中間発表 1 中間発表 2 修士論文審査研究テーマ決定
修士作品予備審査

1年前期は研究するために必要とするリテラシー等
を中心に習得し、1年後期は講義等による知識と
応用について取り組みます。また1年次からプロジェ
クトに参加し、2年間を通じて実践的な研究に取り
組み、修士制作・論文をまとめます。

I

F

概要と理念

2012 年 6 月〜 7 月 IAMAS OPENHOUSE2012　サイン・デザイン監修
デザイナーが提示したロゴタイプを展開し、オープンハウス会場サインの提案・制作およ
びディレクションを担当
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2012 年 8 月 IAMAS OPENHOUSE2012　プロジェクト展示、プロジェクト発表
サーフェイスインターフェイスデザインプロジェクトの１年生のスタディとして無印良品の
製品を改造したインターフェイスの検証、教員の研究成果の一部を展示

　



2012 年 10 月〜 12 月　 F 領域展「一歩さがって、二歩すすむ」SHIBAURA HOUSE 展示
東京芝浦のイベントスペースを使用し、デザイン系学生と教員を中心とした展覧会を開催。
アートディレクション・サイン計画を担当、リーフレットのレイアウトは学生と連携しな
がら制作、Facebook 用のコンテンツ制作も行う。

　

2012 年 12 月〜 2013 年 2 月　 IAMAS2013 卒展　デザインアドバイス
学生を主体にリーフレット、サイン、キャプション、ノベルティグッズなどトータルに制作、
適宜アドバイスや校正など担当

　

2012 年 10 月〜 2013 年 3 月　 IAMAS web リニューアル制作
サイトの情報整理からシステム設計を含む大幅な見直しを行い、活動・授業・プロジェクト・
教員などリレーショナルにデータベースを活用を提案。最小限の要素で情報が見やすくな
るようインターフェイスとレイアウトを担当

　

2012 年 12 月〜 2013 年 3 月　 IAMAS GRADUATION CATALOGUE 2013　デザイン監修
前年のフォーマットを基調に一部仕様変更をしたレイアウトをデザイン担当者へ指示し、
制作におけるアドバイスや校正を行う

氏名（日英） 作品タイトル（日英）英語タイトルのみの場合もあり

近年、美術館に代表される展覧会会場において、
モバイル端末は作品鑑賞用ツールとして活用さ
れ始め、注目されている。モバイル端末を利用
した作品鑑賞が担う役割として、個人の鑑賞に
適しているとともに「知的刺激とインスピレーショ
ンの場 」の提供を可能にする点が挙げられる。
また一方で、鑑賞者間のコミュニケーションを取
り入れた対話型鑑賞法も美術館側は積極的に取
り入れている。コミュニケーションを通した鑑賞の
利点のひとつは、鑑賞者に対して未知の発見を
促すことにある。しかし現行のモバイル端末を
利用した鑑賞スタイルには、コミュニケーション・
ツールとしての役割は取り入れられておらず、端
末内で提供する内容も作品や作家に関する情報
に留まっており、作品の新たな想起・発見に繋
がる情報の提供にはまだ至っていない。
　本研究では、鑑賞者が作品情報を受けるだけ
に留まらず、作品鑑賞の機会において、鑑賞者
間の感想を共有しながら閲覧できるシステムを
開発する。そしてソーシャル・ネットワーク・サー
ビス( 以下 SNS) 上で語られている感想を取得
し、互いの発想を刺激しながら経験と知識を活
用する作品鑑賞法の可能性を検証する。SNSを
利用する利点として、すでにコミュニケーション・
ツールとして活用され、さまざまな鑑賞者の参
加も容易であることが挙げられる。本研究では、
SNS上のコミュニティの場に対して、新たな視点

技術要素：50～400字（66字×6行）程度
■ 技術協力、制作協力を明示する。作品制作において不可欠だった人（IAMAS教員以外）。
  ・技術的なものは、関係分野の人が「技術レベルを判断」できる程度に記す。
　 独自の工夫や取り決め、一般的に公開されていない手法など、主張すべきところも記す（〇〇用に○○を改造、など）。
■ 制作物を構成する要素や技術の区切りごとに示す。
　 造形部分と内部動作などに分ける。造形物も大きく異なるものが複数あれば、それぞれに分けることも可。
　 ソフトウェアとハードウェアとが存在すれば、それぞれに分けることを推奨。
　 例えば、サーバ、クライアントであれば、これら別に記載する。
　 特にプロトコルや物理層を作製した場合などは、さらに通信部分を分ける、なども可。
■ 参考サイト、文献等を示す（よく知られた「教科書的」なものは記載しない）
※ システム構成等を正確に記すことが目的ではない
※ アルゴリズムを記すことが目的ではない（特別主張したいような場合は記す） 

論文アブストラクト：800～1100字
（21字×54行）程度
■ 研究背景
■ 研究目的／内容
■ 考察／結論

による作品情報を提供し、多様な鑑賞者による
作品単位のコミュニティの発生を支援する。また、
以下の三種の要素を抽出し、各々作品に対し新
たな視点による情報として活用している。
１、作品に対する多頻出単語
共有したSNS上の感想に対して形態素解析を行
い、頻出ワードを検出する。
２、作品に対する印象度
形態素解析によって抽出された言葉に対して、
ポジティブあるいはネガティブを評価し感
想に対し印象の極性値を加える。
３、関連用語
形態素解析によって抽出した言葉の関連用語を
提供し、言語からの発想を押し広げること
を狙いとする。
　上記三種の情報を取り入れたシステムの有効
性を検証するために、展覧会会場にて実証実験
を行った。その結果、アンケートと口頭インタビュー
より本システムの有用性は高い評価であった。
 このように本システムを利用した作品鑑賞によっ
て、鑑賞者はSNS上でのインタラクティブなやり
取りの中から、作品に対する印象値や他の鑑賞
者の感想、形態素解析によって抽出する頻出ワー
ドによって作品から得る情報量を増やすことがで
き、新たな想起・発見に繋げるための視野角を
広げることができると考える。

1987年静岡県生まれ。
大学ではメディアアートを専攻、インス
タレーション制作を行う。入学後はイン
ターフェイスデザイン、電子工作、プロ
グラミングを学ぶ。

プロフィール：70～100字
（17字×6行）程度
■ 一文目：生まれ年（西暦）、出身地（県
名）を明記
■ 二文目：IAMAS 入学前の出身校や
前職などについて
■ 三文目：IAMAS での研究内容、あ
るいは専攻ジャンル

必要に応じて図版キャプション付加

作品概要：120～170字（21字×8行）程度
■ 一文目：作品のジャンル、形式を一言で
■ 二文目：作品の内容を簡潔に

伊亜益 太郎
Taro IAMAS

作者：朴 永孝／制作協力：建守智雄、大総ゆうま
端末：iOS SDK、ASIHTTPRequest クラス（動画送信 *1）、AVPlayer クラス（動画再生）
動画受信装置：学内ウェブサーバ、PHP（動画データ・メタデータを受信保存、json 形式のデータ(A)を定期的に更新、A をMAX に送信）
動画配信装置：MAX/MSP（A を取得解析し記述された時間に指定のURL から動画を取得、逐次再生）、
Ustream Producer Pro（画面全体をUST にて配信）
参考サイト等：*1 http://allseeing-i.com/ASIHTTPRequest/

Ext Impression 美術館におけるソーシャルメディアの親和性と利用方法
Compatibility and use of social media in museums

論文タイトル（日英）英語タイトルのみの場合もあり

美術館内での鑑賞者支援のため、ソーシャルメ
ディアと連携した作品鑑賞システム。近年美術
館内では、モバイル端末を利用した鑑賞者支援
が注目されているが、端末上での情報の提供は
作品や作家、美術館の情報に限られている。そ
こで作品鑑賞の機会において鑑賞者の感想を共
有しながら閲覧できるシステムを開発した。

This is research with the goal of visitor support in an 
art museum. The research is on a system for viewing 
works on smartphones in cooperation with social media.

1 2

　



2013 年 1 月　 FITC パンフレット用 IAMAS 広告ツール制作
インタラクティブデザインのイベント FITC 来場者に IAMAS の学生募集を訴求するため、
イベント冊子に掲載する広告制作

日本で一番小さな公立の大学院
出願書類の提出期間 2013年1月25日［金]→2月1日［金]
入学試験日 2013年2月16日［土］
学生募集要項（PDF）をダウンロードできます
http://www.iamas.ac.jp/J/gr-admin.html

お問合せ
IAMAS入試係　岐阜県大垣市領家町3丁目95番地
TEL：0584–75–6641　FAX：0584–75–6637
e-mail : info-exam@ml.iamas.ac.jp

2012年度 IAMAS関連受賞一覧（抜粋）

第16回文化庁メディア芸術祭  エンターテイメント部門 大賞
真鍋 大度（2004年卒）/ 堀井 哲史（2005年卒）「Perfume “Global Site Project”」
第16回文化庁メディア芸術祭  アート部門 優秀賞
前田 真二郎（准教授）/ 岡澤 理奈（2004年卒）「BETWEEN YESTERDAY & TOMORROW」
ナレッジキャピタルアワードver.0 アジア学生クリエイティブEX. TIME特別賞
朴 永孝（在校生）「TRAVITA」
六甲ミーツ・アート大賞 グランプリ
クワクボ リョウタ（2001年卒 / 非常勤講師）「LOST #7」
*その他の受賞歴は本学ウェブサイト（www.iamas.ac.jp）にてご覧いただけます

2013 年 2 月　 SUTD パンフレット用 IAMAS 広告ツール制作
シンガポールの教育機関 SUTD での IAMAS 教員・OB のプレゼンテーションを告知する
ための広報ツールの制作

design, learning
& industry
in the era of the
Maker Movement

Date and Time: February 1 (Friday) 2013, 14:30–16:30
Venue: LT3 on the second floor, Singapore University of Technology and Design

As Dale Dougherty (co-founder with Tim O’Reilly of O’Reilly Media) and Chris Anderson (former editor in chief of Wired 

Magazine and the author of Makers) pointed out, the ‘Maker Movement’ has been attracting worldwide 
attention over recent years. In the era of the Maker Movement, people are not simply consumers but 
also ‘makers’. In his lecture, Shigeru Kobayashi will cover the possibilities of design, learning and industry 
in the era of the Maker Movement though following topics:
•Interaction design through prototyping: idea sketching and hardware sketching
•Open Source Hardware
•Innovation
In addition Mariko Kuze will demonstrate a digital musical instrument consisting of craft and electronics.

IAMAS is one of the first schools in Japan, established in 1996, 

to explore progressive media arts and sciences. Graduates are 

been active in the area of web design, interaction design, 

media installation, digital signage and education. IAMAS has a 

workshop with digital fabrication tools such as: laser cutters, a 

3D printers and cutting machines. These tools have been 

utilized in combination with Design Thinking to create various 

interface and interaction prototypes.

Shigeru Kobayashi
An associate professor, currently teaching interaction design and 
prototyping at the Institute of Advanced Media Arts and Sciences 
(IAMAS). Previously he worked for a major digital musical instrument 
company as a sound designer and software engineer. He is known 
around the world for Open Source Hardware, developing such 
products as Gainer and Arduino Fio (developed with SparkFun), 
also for several books written on physical computing and 
prototyping. Since 2012 he has been running the f.Labo, a civic 
workshop containing various digital fabrication tools, producing 
design-driven innovations with local component manufacturers.

Mariko Kuze (left) and Shozo Kuze (right)

Designer of MATHRAX, a graduate of IAMAS. She has created some 
sound devices to research the relationship between performer and 
sound. Graduated from Department of Visual Communication 
Design at Musashino Art University and Institute of Advanced Media 
Arts and Sciences [IAMAS]. In 2009, she established ‘MATHRAX 
LLC.’ with Shozo Kuze, who is also her partner and the electrical 
engineer of MATHRAX. Recently, she is making wooden toys with 
electronics as a designer of MATHRAX.
http://mathrax.com

www.iamas.ac.jp

2013 年 2 月　 プロジェクト展示、プロジェクト発表（IAMAS2013）
IAMAS2013 の一環としてサーフェイスインターフェイスデザインプロジェクトの１年間の
研究成果の展示と活動内容を発表

　

2012 年 6 月〜 2013 年 2 月　 ICP2014 国際会議　デザインディレクション
名古屋大学で 2014 年に行われる国際ポリフェノール会議のためのビジュアルアイデンティ
ティ、リーフレットや団扇などの広報ツール制作

Topics
Topic 1: Chemistry, Physicochemistry & Materials Science
Topic 2: Biosynthesis, Genetics & Metabolic Engineering
Topic 3: Plant & Ecosystem, Lignocellulose Biomass
Topic 4: Food, Nutrition & Health
Topic 5: Natural Medicine & Kampo
Topic 6: Tannins & their Functions

Invited Speakers
Yoshinori Asakawa (Tokushima Bunri University, Japan)
Vincent Chiang (North Carolina State University, USA)
Alan Crozier (University of Glasgow, UK)
Yoshihiro Hase (Japan Atomic Energy Agency, Japan)
Hideaki Hara (Gifu Pharmaceutical University, Japan)
Tadao Kondo (Nagoya University, Japan)
Paul Kroon (Institute of Food Research, UK)
Laigeng Li (Shanghai Institute of Plant Physiology and Ecology, China)
Gloria Muday (Wake Forest University, USA)
Takashi Tanaka (Nagasaki University, Japan)
Pengfei Tu (Peking University, China)
Mandy Walker (CSIRO, Australia)

President of the Organizing Committee of  ICP2014

Kumi YOSHIDA

Graduate School of  Information Science, Nagoya University

Chikusa, Nagoya 464-8601, Japan

http://www.is.nagoya-u.ac.jp/icp2014/

2–6 September 2014
日本開催

XXVIIth International Conference on Polyphenols,
2014 Nagoya, Japan

第27回国際ポリフェノール会議2014名古屋

　



2012 年 10 月　 「草の根交流サロン in SEINO」第 5 回（池田町）リーフレット制作
揖斐郡池田町にてアート・音楽・クラフトなど様々な分野で活動する方々の展覧会やイベン
トが隔月で行われる。第 5 回目は沖縄音楽イベントと伝統染色絵画を展示するイベントのた
めの広報ツールを制作


